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る
」
と
し
て
い
る
。

　
鎌
倉
市
医
師
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
「
医
師
会
の
取

り
組
み
」「
市
民
の
皆
様
に

留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
ポ

イ
ン
ト
」を
紹
介
し
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
か

ら
ま
も
な
く
10
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
▼
タ
イ
ム
マ

シ
ン
が
あ
っ
た
と
し

て
、
２
０
１
０
年
の
自
分

に
「
今
後
10
年
で
未
曾
有
の

自
然
災
害
が
あ
る
よ
。
女
子

サ
ッ
カ
ー
が
W
杯
で
優
勝

す
る
よ
。
消
費
税
が
上
が
る

よ
。
東
京
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
地
に
決
定
し
た
よ
。

２
０
２
０
年
に
は
世
界
中
の

人
々
が
マ
ス
ク
着
用
で
生
活

し
て
い
る
よ
」
と
伝
え
て
も

増
税
く
ら
い
し
か
信
じ
な
い

と
思
い
ま
す
▼
一
番
信
じ
ら

れ
な
い
の
が
「
世
界
中
が
マ

ス
ク
着
用
」と
い
う
こ
と
で
、

新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
の

か
？
と
誤
解
さ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。「
10
年
後
の

２
０
３
０
年
に
は
、
世
界
の

ど
こ
に
も
戦
争
が
な
く
宇
宙

で
生
活
し
て
い
る
人
も
い
る

よ
」
と
夢
や
希
望
を
持
っ
て

未
来
へ
バ
ト
ン
を
託
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。
　（
Ｎ
）

　
▼
節
分
祭
　
各
寺
社
の
豆

撒
き
中
止
。
▽
祭
典
・
神
事

の
み
２
日
10
時
、
森
戸
神
社

（
葉
山
）。
13
時
、
鶴
岡
八
幡

宮
。
15
時
、
鎌
倉
宮
。
▽
福

豆
配
布
森
戸
神
社
（
祭
典

後
）、
長
谷
寺
（
参
拝
時
）。

  

▼
初
午
祭
　
３
日
、
佐
助

稲
荷
。
関
係
者
の
み
。
14
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
境
内
の
丸
山
稲

荷
社
。

  

▼
針
供
養
　
８
日
10
時

半
、
荏
柄
天
神
社
。

  

▼
紀
元
祭
　
11
日
10
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。建
国
を
祝
う
。

　
▼
大
国
祷
会
　
11
日
、
長

勝
寺
。
10
時
、
水
行
。

　
▼
涅
槃
会
　
15
日
10
時
、

建
長
寺
。
10
時
写
経
、
13
時

法
話
、
14
時
法
要
、
光
明
寺
。

龍
口
寺
。釈
迦
入
滅
の
法
会
。

　
▼
祈
年
祭
　
17
日
10
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。
豊
作
祈
願
。

　
▼
天
長
祭
　
23
日
10
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。

年
で
し
た
が
、
昨
今
の
事
情

を
鑑
み
て
来
年
に
延
期
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
本
開
帳
は
12
年
に
１
度
で

す
が
、
お
参
り
の
多
い
観
音

札
所
は
丑
年
と
午
年
に
も
ご

開
帳
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
浦
半
島
は
海
よ
し
山
よ

し
、
農
業
漁
業

の
盛
ん
な
半
島

で
す
の
で
、
こ

う
し
た
観
音
参

り
や
お
寺
へ
の

信
仰
も
厚
く
、

巡
礼
者
は
帷

か
た
び
ら子

や
白
衣
を
持
っ

て
御
朱
印
を
い

た
だ
き
、
お
亡

く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
の
柩
に
供
え
浄
土
を

願
う
習
慣
が
残
っ
て
い
ま

す
。
三
浦
半
島
が
古
く
よ
り

霊
場
巡
り
が
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
中
開
帳
は
延
期
で
す
が
、

こ
う
し
て
ゆ
っ
く
り
と
お
参

り
を
許
さ
れ
る
お
寺
は
有
難

い
限
り
で
す
。

　「
ど
こ
に
も
ゆ
か
ぬ
こ
こ

に
い
る
、た
ず
ね
は
す
る
な
、

返
事
は
せ
ん
」
一
休
の
こ
と

ば
で
す
。
観
音
さ
ま
は
今
も

静
か
に
私
た
ち
を
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

　
詳
細
不
明
。
像
高
44
㎝
、

江
戸
時
代
。

　
４
月
18
日
か
ら
１
カ
月

間
、観
音
さ
ま
を
開
帳
予
定
。

　
正
月
明
け
、
今
年
一
番
は

三
浦
市
の
浄
土
宗
海
東
山
三

樹
院
さ
ま
を
写
真
家
・
原
田

寛
さ
ん
と
共
に
撮
影
取
材
に

伺
い
ま
し
た
。

　
三
浦
海
岸
に
ほ
ど
近
く
、

「
今
井
の
観
音
さ
ま
」
と
地

域
に
親
し
ま
れ
る
三
樹
院
は

「
今
井
」
と
い
う
三
浦
五ご

せ
い井

の
ひ
と
つ
に
あ
た
る
井
戸
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
命
の

源
泉
が
沸
き
上
が
る
所
に
人

は
古
来
よ
り
住
み
、
お
寺
も

建
立
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
今
回
の
御
仏
は
秘

仏
、
十
一
面
観
世
音
菩
薩

像
で
す
。
１
７
０
９
年（
宝

永
５
）
江
戸
芝
増
上
寺
の

遍へ
ん
よ
り
ょ
う
か
い

誉
了
海
上
人
が
應

お
う
ぎ
ょ
う行

上
人
作
と
い
わ
れ
る
像
を

本
尊
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
、

三
浦
三
十
三
観
音
の
第
10

番
札
所
と
し
て
信
仰
を
集

め
て
い
ま
す
。

　
像
は
や
さ
し
い
お
顔
で
全

体
に
し
と
や
か
な
印
象
を
受

け
ま
す
。
元
来
、
秘
仏
で
す

が
ご
住
職
の
ご
好
意
で
お
厨

子
か
ら
特
別
に
ご
開
帳
。
目

の
前
で
拝
し
て
い
る
う
ち

に
、
心
が
和
む
の
で
す
。
今

日
の
コ
ロ
ナ
禍
、
私
た
ち
の

傷
つ
い
た
心
に
観
音
様
が
救

い
の
手
を
の
べ
て
下
さ
っ
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

　
本
年
、
丑
年
は
三
浦
三
十

三
観
音
札
所
会
の
中
開
帳
の

三さ

ん

じ

ゅ

い

ん

樹
院
・
十
一
面
観
世
音
菩
薩
立
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（108）

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

２月

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
が
深
刻
さ
を
増
し

て
い
る
。
鎌
倉
市
内
の
医
療

体
制
と
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
鎌
倉
市
医
師
会
の
山
口

泰
会
長
に
聞
い
た
。

   

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
と
接

触
し
た
覚
え
は
な
い
の
に
熱

や
咳
が
出
て
体
調
が
悪
い
時

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

   

「
診
察
を
受
け
る
に
は
発

熱
等
診
療
予
約
セ
ン
タ
ー
を

通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
人
が
多
い
が
、

そ
れ
は
間
違
い
。
内
科
や
小

児
科
で
か
か
り
つ
け
医
が
い

る
人
は
、
正
確
な
診
療
を
得

る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
そ
ち

ら
に
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
か
か
り
つ
け
医
が
対
応

で
き
る
場
合
は
、
診
療
時
間

を
指
定
す
る
の
で
そ
の
時
間

今
後
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
に
全
力

鎌
倉
市
医
師
会
の
山
口
会
長
に
聞
く

に
受
診
を
」
と
山
口
会
長
は

話
す
。
同
医
師
会
が
設
置
し

て
い
る
休
日
夜
間
急
患
診
療

所(

材
木
座)

も
発
熱
者
に

外
来
対
応
し
て
い
る
。

待
合
室
な
ど
で
の
密
を
避
け

る
た
め
、
昨
年
末
か
ら
隣
接

す
る
旧
材
木
座
保
育
園
跡
地

を
使
い
、
診
療
に
あ
た
っ
て

い
る
。
同
医
師
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
予
診
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク

セ
ス
し
状
態
を
記
入
し
送
信

し
て
お
く
と
比
較
的
ス
ム
ー

ズ
な
診
療
を
受
け
ら
れ
る
。

　
発
熱
者
を
受
け
入
れ
る
医

療
機
関
で
は
、
必
要
に
応
じ

て
抗
原
検
査
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
し
て
い
る
。
感
染
が
判
明

し
た
患
者
は
鎌
倉
保
健
福
祉

事
務
所
の
指
示
に
従
っ
て
入

院
や
自
宅
待
機
な
ど
を
行

う
。
だ
が
、
感
染
者
が
さ
ら

に
増
え
る
と
保
健
所
が
対
応

し
き
れ
ず
に
指
示
が
遅
れ
る

恐
れ
も
あ
る
。
山
口
会
長
は

「
自
宅
待
機
を
し
て
い
て
約

束
の
日
時
に
連
絡
が
な
い
場

合
は
、
保
健
所
に
電
話
を
す

る
か
、
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

　
今
後
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
る
。
山
口
会
長
は
「
大

が
か
り
な
集
団
接
種
に
な
る

た
め
、
密
を
避
け
る
た
め
に

も
、
体
育
館
や
武
道
館
を
使

う
こ
と
に
な
る
」
と
み
る
。

　
ま
た
、「
指
定
さ
れ
た
日

に
接
種
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
そ
の
日
に
必
ず
休
み
を

と
れ
る
よ
う
に
、
会
社
や
学

校
な
ど
は
今
か
ら
準
備
し
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い

る
。
さ
ら
に
「
ワ
ク
チ
ン
を

多
く
の
人
が
打
つ
こ
と
で
新

型
コ
ロ
ナ
は
克
服
で
き
る
。

１
日
も
早
く
平
穏
な
社
会
を

取
り
戻
せ
る
よ
う
、
鎌
倉
市

医
師
会
会
員
も
休
日
返
上
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
に
あ
た

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
に
全
力
で
あ
た
る
」
と
話
す
鎌
倉
市

医
師
会
の
山
口
泰
会
長
（
鎌
倉
市
大
船
の
山
口
内
科
で
）

  

鎌
倉
市
内
の
５
つ
の
図
書

館
を
会
場
に
、
図
書
館
ま
つ

り
「
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク

☆
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
１
０
９
」

が
１
月
28
日
か
ら
３
月
７
日

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
展
示
は
▼
「
続
・
腰
越
に

生
き
た
女
性
た
ち
」（
か
ま

く
ら
女
性
史
の
会
）
沖
本
幸

子
、
ナ
デ
ジ
タ
・
パ
ブ
ロ
バ
、

モ
ン
タ
ナ
修
道
院
な
ど
の
紹

介
▼
「
田
辺
松
坡
と
松
坡
文

庫
」（
松
坡
文
庫
研
究
会
）

逗
子
開
成
、
鎌
倉
女
学
院
を

創
設
し
た
教
育
家
・
漢
詩
人

の
田
辺
新
之
助
（
号
・
松
坡
）

の
人
と
な
り
や
会
の
活
動
を

紹
介
▼
「
絵
本
で
旅
を
し
ま

せ
ん
か
」（
お
は
な
し
ひ
こ

う
せ
ん
）
絵
本
や
物
語
の
中

の
旅
の
話
▼
「
鎌
倉
視
聴
覚

協
会
の
あ
ゆ
み
」（
鎌
倉
視

聴
覚
協
会
）
50
余
年
の
活
動

紹
介
▼
「
間
島
弟
彦
・
間
島

愛
子
夫
妻
と
鎌
倉
」（
間
島

弟
彦
・
間
島
愛
子
夫
妻
　
旌

徳
の
会
）
生
誕
１
５
０
年
で

旧
図
書
館
や
国
宝
館
建
設
な

ど
二
人
が
鎌
倉
の
教
育
文
化

事
業
に
尽
く
し
た
功
績
を
辿

る
。各
館
で
巡
回
展
示
さ
れ
、

図
書
館
Ｈ
Ｐ
で
も
紹
介
。

か
ま
く
ら
女
性
史
メ
ン
バ
ー
と
展
示

新型コロナ

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
☆
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

鎌
倉
の
図
書
館
を
巡
回
展
示


